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<教授用資料>
観点別特色
教科書名：DUALSCOPE English ExpressionⅡ（104 数研 英Ⅱ325）

Ⅰ．内容
Ａ．
題材は学習者の人間として調和のとれた成育に寄与するもので，学習者の実生活に即応したバラエティに富んだ内容（言語材料，言語使用の状況など）が扱われている．

Ｂ．
文法をコミュニケーションを支えるものとしてとらえ，文法指導を言語活動と一体的に展開できるように，随所に文法知識の活用を促す活動素材が設けられている．

Ｃ．
英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図る態度を育成するため，指示文には極力英語が用いられている．
Ｄ．
事実や意見などについて，多様な観点からの考察や表現上の工夫がなされるように，学習者間の相互交流を意識した言語活動を多く設け，学習者中心の授業展開ができる構成になっている．
Ⅱ．構成・分量（単元の配列や特色・分量）
Ａ．
全体の構成

１．
本書は大きく３つの学習内容によって構成されている．SECTION 1は英語で明確に表現できるようになること，SECTION 2は英語で論理的に表現できるようになること，SECTION 3は英語で論理的に意見を述べたり，議論したりできるようになることをそれぞれ目標とした学習内容になっている．
２．
SECTION 1は，文法の知識を総合的に活用しながら，最終的に30語程度の自然な英語で表現できる構成になっている．
・
２ステージ構成で，STAGE 1では英語特有のルールを復習して，表現力を養成する．STAGE 2では，使用頻度の高い構文等を用いて，トピック特有の語彙も習得しつつ，表現力を磨く．
・
各ユニットは２ページ構成（見開き構成）で，学習内容・分量が一目でわかるため，学習意欲を喚起しやすく，授業もテンポよく進めることができる．

３．
SECTION 2は，パラグラフの知識を習得・活用しながら，最終的にSTAGE 1では80語程度の英語で簡潔に，STAGE 2では150語程度の英語で論理的にそれぞれ表現できる構成になっている．
・
２ステージ構成で，STAGE 1ではパラグラフの構成を理解し，つなぎ表現を活用することで，論理的に表現する力を養成する．STAGE 2では説得力のある展開パターンを用いて，さまざまなトピックについて論理的に表現する力を養成する．
・
各ユニットは２ページ構成（見開き構成）で，学習内容・分量が一目でわかるため，学習意欲を喚起しやすく，授業もテンポよく進めることができる．

４．
SECTION 3は，高度な言語活動であるプレゼンテーション，ディスカッション，ディベートの活動を無理なく展開できる構成になっている．

・
各ユニットでプレゼンテーション，ディスカッション，ディベートの基本を学習して，発信力を高める．

・
各ユニットは見開き構成で，学習内容・分量がわかりやすくなっている．

Ｂ．
各課の構成

１．
SECTION 1のSTAGE 1では，左ページの上部に「文法」を明示し，生徒が明確な目標をもって学習に取り組める工夫が施されている．

・
English in ActionのSTEP 1では，言語の使用場面・機能を念頭に，その課で学習する文法の使い方が確認できるようになっている．また，STEP 2ではリスニングを通してSTEP 1の確認ができるようになっている．
・
TARGET SENTENCESでは，表現の骨組みとなる文法を，例文を用いて学習できるようになっている．Scope for Expressionでは表現上のポイント等も紹介されている．
・
EXERCISESでは，演習形式で文法知識が定着できるようになっている．
・
Let’s Try!では，文法知識を活用し，英語で表現する活動へと展開できるようになっている．
２．
EXTRA UNIT 1～3，BONUS UNITでは，左ページの上部に「文法」を明示し，生徒が明確な目標をもって学習に取り組める工夫が施されている．

・
Visual Infoでは，板書風解説により，既習事項の確認ができるようになっている．

・
TARGET SENTENCESでは，表現する上で基本となる名詞，冠詞，形容詞を学習できるようになっている．Scope for Expressionでは表現上のポイント等も紹介されている．
・
EXERCISESでは，演習形式で名詞，冠詞，形容詞を定着できるようになっている．
３．
SECTION 1のSTAGE 2では，左ページの上部に「構文・表現」「トピック」を明示し，生徒が明確な目標をもって学習に取り組める工夫が施されている．

・
English in ActionのSTEP 1では，言語の使用場面・機能を念頭に，その課で学習する構文の使い方が確認できるようになっている．また，STEP 2ではリスニングを通してSTEP 1の確認ができるようになっている．

・
TARGET SENTENCESでは，構文・表現を各トピック特有の語彙とともに学習できるようになっている．Scope for Expressionでは表現上のポイント等も紹介されている．
・
EXERCISESでは，演習形式で構文・表現が定着できるようになっている．
・
Let’s Try!では，構文・表現を活用し，英語で表現する活動へと展開できるようになっている．
４．
SECION 2のSTAGE 1では，左ページの上部に「つなぎ表現」を明示し，生徒が明確な目標をもって学習に取り組める工夫が施されている．

・
LECTURE ROOMでは，モデル・パラグラフとその解説を読んで，パラグラフの構成とつなぎ表現の基本を学習できるようになっている．

・
Checkでは，活動を通してつなぎ表現の使い方を確認できるようになっている．
・
ActivityのSTEP 1では，つなぎ表現を活用して80語程度の英語で表現し，その英文を利用して，STEP 2，3ではペアワーク，グループワークへと展開できるようになっている．
５．
SECION 2のSTAGE 2では，左ページの上部に「論理展開のパターン」を明示し，生徒が明確な目標をもって学習に取り組める工夫が施されている．

・
LECTURE ROOMでは，モデル・エッセイとCORE EXPRESSIONSを読んで，各タイプ特有のパラグラフの展開パターンと有用表現を学習できるようになっている．

・
Activity TASK AのSTEP 1，2では，パラグラフの展開を意識して，150語程度の英語で表現し，その英文を利用して，STEP 3ではグループワークへと展開できるようになっている．
・
Activity TASK Bでは，TASK Aの内容を参考に，与えられたトピックから1つを選んで英語で表現する活動へと展開できるようになっている．
６．
SECTION 3では，1見開き目の左ページの上部に「言語活動の種類」を明示し，生徒が明確な目標をもって学習に取り組める工夫が施されている．
・
1見開き目のLECTURE ROOMでは，学習に必要な基礎知識（用語・基本ルールなど）が紹介されている．知識の習得だけでなく，準備段階の工夫や実践時の注意点なども確認できるようになっている．
・
2見開き目では，習得した知識を2種類のタスクで活用できるようになっている．TASK Aはリーディング→スピーキングの活動で，各設問に取り組むことで，学習項目（プレゼンテーション，ディスカッション，ディベート）の流れが確認できる．TASK Bはライティング→スピーキングの活動で，トピックの選択，展開の工夫から実践まで，学習項目の一連の流れを体験することができる．
・
3見開き目以降のActing Outでは，ゲーム感覚のグループワークで，スキルの活用練習を行うことができる．STEP 1ではモデル素材を通して，活動の基本ルールを理解し，STEP 2ではロールプレイにより，基本ルールと流れが確認できる．STEP 3ではグループごとにトピックを決めて活動を展開することができる．
Ⅲ 表記・表現及び使用上の便宜
Ａ．
全般に，対象となる生徒が無理なく学習できるような，表記・表現・話題の選択がなされている．各課の問題演習に関しては，指示文が英語で表記されているものが多く，また，後見返しには言語活動においての有用表現が掲載されており，これらによって英語による授業が進めやすくなるように工夫されている．
Ｂ．
前見返しにはCAN-DO List for Active Englishが掲載されており，生徒が明確な目標をもって学習に取り組める工夫が施されている．
Ｃ．
巻末には基本例文一覧やトピック別重要語句，句読法，英語表現Ⅰとの文法項目対応一覧など，円滑な授業展開をサポートするとともに，学習内容の定着を促す各種資料が充実している．
Ｄ．
学習指導要領の内容に関しても，各所において適切な扱いがなされている．

(1)ア
与えられた条件に合わせて，即興で話す．また，伝えたい内容を整理して論理的に話す．

… Let's Try!（SECTION 1），Activity STEP 3（SECTION 2－STAGE 1），Acting Out（SECTION 3）など
(1)イ
主題を決め，様々な種類の文章を書く．

… Let's Try!（SECTION 1），Activity STEP 1（SECTION 2－STAGE 1），Activity TASK A・TASK B（SECTION 2－STAGE 2），TASK A・TASK B（SECTION 3）など
(1)ウ
聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどをまとめ，発表する．また，発表されたものを聞いて，質問したり意見を述べたりする．
… Activity TASK A（SECTION 2－STAGE 2），TASK A（SECTION 3）など

(1)エ
多様な考え方ができる話題について，立場を決めて意見をまとめ，相手を説得するために意見を述べ合う．
… UNIT 28～31（SECTION 2－STAGE 2），TASK B（SECTION 3）など

(2)ア
英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら話すこと．

… LECTURE ROOM（SECTION 3），Evaluation Sheetなど
(2)イ
論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連，表現の工夫などを考えながら書くこと．また，書いた内容を読み返して推敲すること．

… Activity STEP 2（SECTION 2－STAGE 1），UNIT 28～31（SECTION 2－STAGE 2）など
(2)ウ
発表の仕方や討論のルール，それらの活動に必要な表現などを学習し，実際に活用すること．

… LECTURE ROOM（SECTION 3），後見返しなど
(2)エ
相手の立場や考えを尊重し，互いの発言を検討して自分の考えを広げるとともに，課題の解決に向けて考えを生かし合うこと．

… UNIT 32～34（SECTION 3），Tips for Expression③④など
 ◆
基礎的な文法事項 / 様々な言語の使用場面・言語の働き

… UNIT 1～34（SECTION 1～3）全般
以　上
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